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どんなものにも応用可能
『小分け／投入システム』（後編）

「入口のＩ Ｔ化」が難しい理由を挙げた前号に続き、今月は後編として

「小分け／投入システム」導入の重要性と、バーコード／２次元コードを利用

した解決の方法、そして一つの成功事例をご紹介します。

なぜ「入口のＩＴ化」が重要なのか？

バーコード／２次元コードを利用する

前号では製造工程の最初の部分である

原材料の『小分け／投入工程』のシステム

化が難しい要因として、熟練した作業者の

経験や勘、ノウハウ、裁量といったアナログ

データをデジタル化することへの抵抗感、

いくつものベンダーから入荷する多品目に

わたる原材料をフォーマット化することの

大変さを挙げました。ではこのような現状を

乗り越えてでも「小分け／投入」の工程を

システム化しなければならない理由とは

何なのでしょうか。

『小分け／投入工程』の代表例とも言え

る食品加工工場を見てみましょう。

食品加工現場で重要視されていることは

一体何でしょうか。生産効率が重要である

ことは言うまでもありません。しかしながら、

今日この生産効率と同様に重要視されて

いるのは、『事故のない製品作り』と『ト

レーサビリティ』なのです。しかし現状

はというと……

現場では１日に数千個の小分け原料を

扱っていることも少なくありません。そこでは

数字の読み違いや記入間違い、原料の取り

違い、賞味期限切れミス、計量許容誤差の

精度、投入ミス、投入漏れ、端数原料の

無駄など、現場には数多くの「ミス」や

問題が発生する要素が絶えず存在します。

これらを防止するために何重にもわたる

確認作業（チェック機能）が設けられて

いますが、それでも問題は起こります。

そして実際に問題が発生すると、事後の

防止策としてさらに「チェックのための

チェック」の機能が増やされ、生産効率は

下がり、作業自体が複雑になってしまい、

また問題を起こす要素が増えていくという、

いわば負のスパイラルに落ち込んでしまっ

ているのが現状です。

また、このような現場に対して「トレーサビ

リティ」の導入を求めると、前述のチェック

機能に加えて、製造履歴を記録する作業が

加わることになります。これは現場に対し

ても非常に多大な労力と時間を求めること

になり、さきほどの負のスパイラルにはまっ

ていく要因にもなりかねません。ではこの

ような現場で事故のない製品作りやトレー

サビリティを実現するにはどのようにしたら

良いのでしょう？

これらの問題を解決すべく登場したのが、

今日、数多くの企業で導入されている

バーコード／２次元コードを利用したシス

テムです。

まず最初に、原材料を受け入れる段階で

原料コード、ロット番号、賞味期限、数量な

どを２次元コード化してそれぞれの原材料

（原料の入った袋や容器）に貼り付けてい

きます。次に計量／小分けの作業では、製

造品目、原料、容量、製造日、加工装置、

処理バッチ、投入順などを２次元コード

化してそれぞれの小分け容器に貼り付け

ていきます。

そして原材料の受け入れから投入までの

全ての作業で必ず２次元コードを読み

取ることで、作業指示や作業の事前チェッ

クが可能なシステムを構築することができ

ます。（2次元コード内のデータをモニター

などに表示したり、そのデータをベースに

製造レシピや作業指示などを表示したり、

上：システム化前の手書きされた小分け袋

下：原料名等を２次元コードラベル化した
　　小分け袋




